
広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 

小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

No.11

緑のジャングルが回復したベトナム

美しい海が戻ったペルシャ湾

湾岸危機当時のペルシャ湾付近の航空路図

http://www.city.shinshiro.lg.jp    E-mail : info@city.shinshiro.lg.jp
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■「高度1万メートルから見た地球環境」（4月号から連載中）の執筆者小林さんにメッセージを送ろう。
　詳しくは、広報しんしろ「ほのか」平成21年12月号１８ページをご覧ください。

No.11

ニューススポット

お知らせ

しんしろ・知ろう・あらかると
まちの話題

シリーズ
我らが母校再発見 No.4〔庭野小学校〕

高度1万メートルから見た
地球環境 No.11
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20

世
紀
は
「
戦
争
の
世
紀
」
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
戦
争
に
お

い
て
人
間
は
傲
慢
な
行
為
に
よ
っ
て

自
然
を
破
壊
し
て
き
た
。
し
か
し
、

人
間
が
愚
か
な

行
為
を
し
な
け

れ
ば
、
地
球
に

は
素
晴
ら
し
い

自
然
の
回
復
力

が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
経
験
し

た
。
今
月
は
「
ま

だ
間
に
合
う
地

球
環
境
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
届
し
ま
す
。

　

　
1
9
7
0

年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
後
半
当
時
の
話
で
あ
る
。
夜
の
フ

ラ
イ
ト
で
香
港
を
経
由
し
て
南
シ
ナ

海
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
近
づ
い
て
ゆ
く

と
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
閃
光
が
見
え
、

積
乱
雲
の
稲
妻
か
と
思
っ
て
い
る
と

地
上
戦
の
砲
火
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
何
度
か
経
験
し
た
。
そ
し
て
、
戦

争
終
結
後
に
は
、
雲
の
間
か
ら
見
え

る
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
米
軍
の
枯
葉
作
戦

に
よ
っ
て
、
深
緑
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
が

茶
色
や
灰
色
に
変
わ
っ
た
光
景
が
目

に
入
り
、
永
久
に
緑
は
戻
ら
な
い
の

か
、
と
胸
の
痛
い
思
い
を
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
10

年
も
た

た
な
い
う
ち
、
戦
争
の
傷
跡
も
す
っ

か
り
消
え
て
、
い
つ
の
間
に
か
緑
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
が
戻
っ
て
お
り
、
自
然

の
逞
し
さ
、
地
球
自
体
の
治
癒
力
に

驚
か
さ
れ
た
。（
写
真
上
）

　
１
９
９
０
年
の
湾
岸
危
機
勃
発
直

前
、
私
は
首
相
特
別
便
の
機
長
と
し

て
、
海
部
元
首
相
の
中
東
５
カ
国
訪

問
の
準
備
を
終
え
て
７
月
30

日
に

日
本
に
帰
国
し
た
。
そ
の
３
日
目
の

８
月
２
日
に
、
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー

ト
に
侵
攻
。
イ
ラ
ク
は
、
イ
ラ
ク
と

ク
ウ
ェ
ー
ト
に
滞
在
し
て
い
た
外
国

人
を
人
質
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

か
ら
12

月
に
邦
人
男
性
の
全
員
が

解
放
さ
れ
る
ま
で
の
５
カ
月
間
、
邦

人
や
東
南
ア
ジ
ア
の
方
々
を
、
イ
ラ

ク
か
ら
開
放
さ
れ
る
た
び
に
ヨ
ル
ダ

ン
の
ア
ン
マ
ン
空
港
に
救
出
に
行

っ
た
。
１
９
９
１
年
の
１
月
に
は

多
国
籍
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
ク
ウ
ェ

ー
ト
か
ら
撤
退
す
る
イ
ラ
ク
軍
が
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
に
あ
る
74

カ
所
の
油

田
を
全
て
爆
破
し
て
敗
走
し
、
油
田

か
ら
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
原
油
が
流
れ

出
し
た
。
こ
の
た

め
、
一
時
は
「
ペ

ル
シ
ャ
湾
は
死
の

海
に
な
る
か
」
と

心
配
さ
れ
た
が
、

原
油
を
食
べ
つ
く

す
バ
ク
テ
リ
ア
に

よ
っ
て
瞬
く
間
に

元
の
美
し
い
ペ
ル

シ
ャ
湾
に
戻
っ
た
。

（
写
真
中
段
）
写

真
下
段
は
、
湾
岸
危
機
当
時
私
が
使

っ
て
い
た
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
付
近
の
航

路
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
紛
争
当
時
の

生
々
し
い
痕
跡
が
伺
わ
れ
る
、
日
本

に
一
つ
し
か
残
っ
て
い
な
い
航
路
図

で
あ
る
。

　
環
境
を
破
壊
す
る
人
間
の
愚
か
さ
、

傲
慢
さ
と
自
然
の
回
復
力
の
強
さ
の

両
極
端
を
お
も
い
知
ら
さ
れ
た
。
日

常
生
活
に
お
い
て
も
、
近
年
、
人
間

は
自
然
や
環
境
を
汚
し
、
破
壊
し
続

け
て
い
る
。
し
か
し
、
諦
め
る
こ
と

は
な
い
。
私
た
ち
が
少
し
で
も
、
環

境
に
関
心
を
持
ち
、
謙
虚
に
か
け
が

い
の
な
い
地
球
と
共
生
す
る
姿
勢
が

あ
れ
ば
ま
だ
間
に
合
う
。
地
球
に
は

自
然
の
回
復
力
が
あ
る
。

※
な
お
、
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た

　
状
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た

　
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。

も

ん

じ

ゅ

や

ま

ち

　
ゆ

り
ょ
く

た
く
ま

せ

ん

こ

う

こ

ん

せ

き

ご

う

ま

ん
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32-3223

35-0022

23-6800

34-0021

32-0020

35-0811

23-7772

24-1777

24-4026

22-1151

24-1777

23-8531

22-2266

35-0022

24-1661

23-7772

24-0700

24-1212

22-0372

32-1515

32-3223

22-2863

22-2266

22-2861

22-0026

32-1026

22-1150

24-1661

休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

2月

１

２

３
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６
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９
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14
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28

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

　本州の関東地方以西に分布し、石灰岩地に咲く多年生草本。

和名は、節分のころに花をつけることに由来する。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

ながしのクリニック�（長篠）

静巌堂医院�（副川）

くまがい医院�(富永)

織田医院�(下吉田)

荻野医院�（長篠）

宮本病院�(海老)

おさだファミリークリニック(本町)

あいきょうクリニック�(大野田)

緑が丘診療所�(緑が丘)

のだクリニック（中市場）

あいきょうクリニック�(大野田)

しんしろフィットクリニック�(川路)

茶臼山厚生病院�(富沢)

静巌堂医院�（副川）

中根医院�（本町）

おさだファミリークリニック(本町)

米田内科�（平井）

内山医院�(平井)

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

星野病院�(大野)

ながしのクリニック�（長篠）

中村医院�（的場）

茶臼山厚生病院�(富沢)

高木内科医院�（栄町）

むらまつ内科�（東新町）

ほうらいクリニック�(大野)

今泉病院�(栄町)

中根医院�（本町）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222
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松
井
　
瑚
陽

井
上
　
優
心

竹
下
　
真
瞳

竹
下
　
真
花

梅
澤
　
逞
真

太
田
　
康
介

田
中
ひ
よ
り

手
塚
　
結
愛

辻
井
　
沙
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松
本
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汰
郎

松
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渉

原
　
　
将
翔

菅
谷
　
咲
名

丸
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莉
胡

筒
井
　
紫
音

大
久
保
羽
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鳥
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玲
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魁
誠

長
坂
　
実
莉

大
渕
　
莉
那

女男男女男男女女女男男男女女男女女男女女

伸
行

雅
文

政
利

政
利

弘
安

幸
宏

康
弘

栄
裕

慈
大

昌
也

あ
か
ね

雄
一

昌
弘

一
成

宏
知

亮邦
康

晃周
治

彰
祥

紺

西

本

町

平

井

平

井

中

宇

利

田

代

富

沢

本

町

平

井

平

井

本

町

鳥

原

弁

天

富

沢

布

里

石

田

東

新

町

上

吉

田

ド
ウ
デ
イ

川

田

氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

12月届出分

※12月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

2歳（平成19年7月28日生）

琢矢くん

父　梶原正史さん・母　由子さん（新城・東新町）

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
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c
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毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時
 
 

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時
 
 

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

2
月
3
日

　
～

2
月
10
日

2
月
10
日

　
～

2
月
17
日

1
月
13
日

　
～

1
月
20
日

2
月
17
日

　
～

2
月
24
日

2
月
24
日

　
～

3
月
3
日

・
第
34
回

新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会
�

・
八
名
中
学
校
　
2
週
目
�

・
し
ん
し
ろ
健
康
づ
く
り
21
応
援
隊

　
「
太
極
拳
」

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
っ
て
ど
ん
な
国
？
�

　
　
国
際
交
流
さ
く
ら

・
八
名
中
学
校
　
3
週
目
�

・
キ
ラ
リ
☆
見
ぃ
〜
つ
け
た
！

　
「
生
活
学
校
」

・
お
た
べ
ん
！
新
城

　
「
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
料
理
」【
拡
大
枠
8
分
】
�

・
八
名
中
学
校
　
4
週
目

・
長
篠
保
育
園
竣
工
式
�

・
東
郷
東
小
学
校
　
1
週
目
�

・
自
治
基
本
条
例
の
市
民
委
員
募
集

放

送

日

番

組

内

容

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
1
月
15
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。

1歳
（平成20年9月26日生）

4歳
（平成18年1月8日生）

6歳
（平成15年11月15日生）

父　犬塚克真さん・母　真由美さん（新城・的場）

バス旅行大好き!!
　　　　 今度はＳＬに乗りに行きたいな！

永真くん 功真くん 央真くん

ボクのお気に入りの場所だよ�

　
　
　

こ

は
る

　
　
　
ゆ
う
し
ん

　
　

ま
な
　
と

　
　
　ま
な
　
か

　
　

た
く

ま

　
　

こ
う
す
け

　
　
　
ゆ
　
あ

　
　
　
さ
　
わ

り
ょ
う

た

ろ
う

　
　
　
　

わ
た
る

　
　
　
ま
さ

と

　
　
　

そ
　

な

　
　
　

り
　

こ

　
　
　
　し

お
ん

　
　
　

う
　
さ

　
　
　

れ
　

な

　
　
　
か
い
せ
い

　
　
　
み
の

り

　
　
　
　
り

な

かじわらまさちか ゆうこ

た く や

いぬづかかつし ま ゆ み

え い し こ う し ひ さ し
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市の大切なお知らせをお届けします

【
申
告
が
必
要
な
方
】
�

　
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

在
住
の
方
で
�

①
営
業
・
農
業
・
不
動
産
・
利
子
・

　
配
当
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
方

②
公
的
年
金
受
給
者
で
社
会
保
険
料

　
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
扶
養

　
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

③
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給

　
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

　
な
い
方
、
平
成
21
年
中
に
退
職
し

　
た
方
、
雑
損
・
医
療
費
控
除
な
ど

　
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
、
給
与
以

　
外
に
所
得
が
あ
っ
た
方

【
申
告
が
不
要
な
方
】

①
平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
を
し
た

　
方
� 
 
 
 
 
 
 
 

②
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を
し

　
た
方
� 
 
 
 
 
 
 
 

【
申
告
に
持
参
す
る
も
の
】

①
印
鑑
� 
 
 
 
 
 
 
 

②
申
告
書
� 
 
 
 
 
 
 
 

③
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
な
ど
の

　
保
険
料
）
、
生
命
保
険
料
、
地
震

　
保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書

　
ま
た
は
証
明
書

④
給
与
所
得
者
・
年
金
受
給
者
は
源

　
泉
徴
収
票
� 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
所
得
計
算
に
必
要
な
帳
簿
類
な
ど

　
（
収
入
の
わ
か
る
も
の
、
経
費
の

　
領
収
書
、
固
定
資
産
課
税
明
細
書

　
な
ど
）
� 
 
 
 
 
 
 
 

⑥
扶
養
控
除
・
配
偶
者
（
特
別
）
控

　
除
を
受
け
る
場
合
は
そ
の
方
の
所

　
得
が
わ
か
る
も
の

⑦
通
帳
な
ど
本
人
名
義
の
口
座
番
号

　
が
わ
か
る
も
の

⑧
電
卓
お
よ
び
筆
記
用
具
�

�
新
城
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
� 
 
 
 
 
 

問
い
合
わ
せ

　
新
城
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
�
22
‐
２
１
４
１

　
（
自
動
音
声
案
内
で
す
）
� 
 
 
 
 
 

※
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成

　
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
も
作
成
で
き
ま

　
す
。

2 月 1 6 日 ( 火 )

2 月 1 7 日 ( 水 )

2 月 1 8 日 ( 木 )

2 月 1 9 日 ( 金 )

2 月 2 2 日 ( 月 )

2 月 2 3 日 ( 火 )

2 月 2 4 日 ( 水 )

2 月 2 5 日 ( 木 )

2月16日(火）

2月17日(水）

2月18日(木）

2月19日(金）

2月22日(月）

全 地 区

鳳来地区

作手地区

月　　　　日　               時 　　間�　　　　　  会　　　　場�          地　　　　　　　区

月　　　　日　               時 　　間�　　　　　 会　　　　場�          地　　　　　　　区

※地区の該当日にご都合の悪い方は、ほかの会場での受け付けも可能です。
※毎年申告期間の前半や午前中は、大変混み合っています。※相談会場の開場は、午前8時30分です。

市の申告相談の会場と日程

2月26日(金)～3月15日（月）
(土・日曜日は除く)

2月16日(火)～3月15日（月）
(土・日曜日は除く)

午前9時
　　～午後4時

作手総合支所

作手総合支所

作手総合支所

菅守小学校区・開成小学校区

税理士による無料税務相談受付

月　　　　日　               時 　 　 　 間　　　　　  会　　　　　場　

鳳来開発センター

新城税務署

鳳来開発センター 鳳来地区

月　　　　日　               時 　　間�　　　　　 会　　　　場�         地　　　　　　　区　

午前9時
　　～午後4時

午前9時30分～正午
午後1時～4時

全 地 区

巴小学校区・協和小学校区

作手地区

午前9時～
　　　午後4時

午前9時～
　　　午後4時

午前9時～午後4時

市民体育館

【
期
間
】
2
月
16
日
(火)
〜
3
月
15
日
(月)

税
務
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
1
5

市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
1

市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
1
1

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

所
得
税
の
確
定
申
告

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

所得税の確定申告

市民税・県民税の申告

「広報ほのか」お知らせページに広告を載せませんか。

掲載料金： 6カ月間（平成22年4月号～9月号）で100,000円（枠の大きさ50mm×170mm）　　　　　

　　　　　このほかにも半分の枠（50,000円）もあります。

カ ラ ー： 2 色　　発行部数： 16,800部

掲載原稿：原稿は各自でご用意ください。

申込方法：2月26日（金）までに申込書を、じょうほう課までご提出ください。

※掲載には審査があります。応募多数の場合は基準に従って決定します。詳しくは、じょうほう課に

　お問い合わせください。

【広報ほのか】に広告を載せませんか 申し込み・問い合わせ　じょうほう課　☎23-7623

　
市
で
は
、「
社
会
福
祉
法
」
に
基
づ

く
「
新
城
市
地
域
福
祉
計
画（
案
）」

に
対
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
き
制
度
に
よ
り
、
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
１
月
15
日

（金）
〜
２
月
15
日

（月）

提
出
方
法

　
住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
入
の
上
、

　
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法

　
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
福
祉
課
に
持
参
す
る
。
　
　
　

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
15
分
ま
で
。

②
郵
送
す
る
。

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
新
城
市
役
所
福
祉
課

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
�
23
‐
2
0
0
2

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　

fu
k
u
sh

i@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
福
祉
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　
支
所
市
民
福
祉
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　
時
15
分
ま
で
。

福
祉
課
　
�
23
‐
7
6
2
4

　
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

ま
で
の
市
の
観
光
振
興
に
関
す
る

計
画
を
作
成
す
る
た
め
検
討
す
る

「
新
城
市
観
光
基
本
計
画
（
案
）
」
に

つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
制
度
に
よ
り
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
２
月
１
日

（月）
〜
28
日

（日）

提
出
方
法

　
住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
入
の
上
、

　
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法

　
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
鳳
来
総
合
支
所
観
光
課
に
持
参

　
す
る
。

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
15
分
ま
で
。

②
郵
送
す
る
。

　
〒
４
４
１
‐
1
6
9
2

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
鳳
来
総
合
支
所
観
光
課

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
�
32
‐
2
1
1
1

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　

hri-kankou@
city.shinshiro.lg.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
鳳
来
総
合
支
所
観
光
課
、
作
手

　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
総
務

　
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
、

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
15
分
ま
で
。

観
光
課
　
�
32
‐
1
9
8
5
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■鳳■作
●問
■本

●問
■本

●問
■鳳
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市の大切なお知らせをお届けします

　
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す
く
わ
か

り
や
す
い
広
報
紙
と
市
政
番
組
を

提
供
す
る
た
め
、
広
報
し
ん
し

ろ
「
ほ
の
か
」
と
市
政
番
組
「
い

い
じ
ゃ
ん
新
城
」
の
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

・
発
行
号
ご
と
に
所
定
の
ア
ン
ケ

　
ー
ト
用
紙
に
よ
り
感
想
・
意
見

　
を
報
告
す
る
。

・
気
付
い
た
こ
と
や
、
地
域
の
出

　
来
事
、
話
題
な
ど
を
随
時
提
供

　
す
る
。

　
５
人

　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
18

　
歳
以
上
の
方

い
い
じ
ゃ
ん
新
城

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組
「
い

　
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
に
つ
い
て
、

　
１
カ
月
ご
と
に
所
定
の
ア
ン
ケ

　
ー
ト
用
紙
に
感
想
・
意
見
な
ど

　
を
報
告
す
る
。

・
気
付
い
た
こ
と
や
、
地
域
の
出

　
来
事
、
話
題
な
ど
を
随
時
提
供

　
す
る
。

　
５
人

　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
市

　
政
番
組
が
視
聴
で
き
る
環
境
に

　
あ
る
18
歳
以
上
の
方

任
期

　
４
月
の
依
頼
日
〜
平
成
23
年
３

　
月
31
日

募
集
お
よ
び
選
定

　
原
則
と
し
て
公
募
に
よ
り
広
く

　
市
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。
た
だ
し
、

　
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　
居
住
地
域
、
年
齢
な
ど
を
考
慮

　
し
選
定
し
ま
す
。
な
お
、
応
募

　
者
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

　
第
三
者
の
推
薦
に
よ
り
選
定
し

　
ま
す
。

　
３
月
19
日

（金）

応
募
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

　
職
業
、
ど
ち
ら
の
モ
ニ
タ
ー
を

　
希
望
（
両
方
で
も
可
）
す
る
か
を
記

　
入
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

　
23
‐
７
２
９
６

　in
fo@

city
.sh

in
sh

iro.lg
.jp

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
４
月
診
療
分
か
ら
、

「
子
ど
も
医
療
費
」
（
通
院
）
の
助

成
対
象
年
齢
を
、
小
学
校
卒
業
ま

で
に
拡
大
し
ま
す
。

　
入
院
の
助
成
対
象
年
齢
は
、
平

成
20
年
４
月
診
療
分
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
改
正
が
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
者
証
の
手
続
き

・
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

　
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

　
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16

　
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

　
　
２
月
中
旬
に
対
象
者
に
は
案

　
　
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘

　
　
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
15

　
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

　
　
３
月
下
旬
に
有
効
期
限
を
延

　
　
長
し
た
「
受
給
者
証
」
を
送

　
　
付
し
ま
す
。
４
月
以
降
は
、

　
　
新
し
い
「
受
給
者
証
」
を
お

　
　
使
い
く
だ
さ
い
。

・
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
方

　
　
引
き
続
き
現
在
お
持
ち
の
「
受

　
　
給
者
証
」
を
お
使
い
く
だ
さ

　
　
い
。
有
効
期
限
が
満
了
す
る

　
　
前
に
、
対
象
者
に
は
案
内
を

　
　
送
付
し
ま
す
。

受
給
者
証
の
使
用

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
受
給

　
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓

　
口
負
担
分
（
入
院
時
の
食
事
代
・

　
保
険
診
療
の
対
象
外
な
ど
は
除

　
く
）
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
た
だ

　
し
、
県
外
の
医
療
機
関
な
ど
で

　
受
診
さ
れ
た
場
合
ま
た
は
中
学

　
生
の
方
が
入
院
さ
れ
た
場
合
は
、

　
医
療
機
関
な
ど
で
窓
口
負
担
分

　
を
お
支
払
い
た
だ
き
、
後
日
、

　
領
収
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
持

　
参
し
、
保
険
医
療
課
ま
た
は
鳳
来
・

　
作
手
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
ま
た

　
は
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制

　
度
で
受
給
中
の
小
学
校
６
年
生

　
ま
で
の
方
は
引
き
続
き
そ
れ
ぞ

　
れ
の
医
療
制
度
で
助
成
を
受
け

　
ら
れ
ま
す
の
で
、
子
ど
も
医
療

　
費
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
る

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3

保
険
医
療
課

�
23
‐
7
6
2
5

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
1

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
7
9

0歳～小学校3年生
修了前

（9歳到達後最初の
3月31日まで）

改正前
（3月診療分まで）

0歳～小学校
卒業

（12歳到達後最初の
3月31日まで）

改正後
（4月診療分から）

0歳～中学校卒業
（15歳到達後最初の3月31日まで）

区

分

　

　

通

院

　

入

院

フルート奏者の第一人者である神崎愛さん
が奏でる素敵な演奏。「卑弥呼と愛のもの
がたり」をテーマに日本の古代をフルート
と歌でつづります。
2月6日（土）
午後6時開場・午後6時30分開演
文化会館小ホール
宮城道雄作「春の海」や「八木節」など皆
さんなじみの曲から、モーツアルト作曲「フ
ルートとハープのための協奏曲」など本格
的な曲までお楽しみいただけます。
未就学児は入場できませんので、ご承知く
ださい。
一般　3,000円・高校生以下　1,000円
※チケットは文化会館ほかプレイガイドで
　発売中

　鳳来寺山自然科学博物館ではバリアフリ
ー化など改修工事のため臨時休館します。
　スロープやエレベーターの設置、トイレ
の改修、展示の改修などを行います。休館
中はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をよろしくお願いします。
　なお、観察会などの行事は、予定どおり
行います。

文化課　�23‐7655

介
護
高
齢
課
　
�
23
‐
7
6
8
8

　
お
む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の

対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
確

定
申
告
の
と
き
、
こ
の
控
除
を
受

け
る
に
は
、
領
収
書
に
加
え
、
医

師
の
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
を
提
示
ま
た
は
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
２
年
目
以
降（
初

年
の
申
告
が
必
要
）
の
医
療
費
控
除

は
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代
え
、

市
が
確
認
し
た
書
面（
申
請
が
必
要
）

で
控
除
が
で
き
ま
す
。

介
護
高
齢
課
に
お
け
る
確
認
な
ど

1
お
む
つ
使
用
の
対
象
者
は
①
 

　
か
ら
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

　
方
で
す
。

　
①
要
介
護
者
ま
た
は
要
支
援
の

　
　
認
定
を
受
け
た
方

　
②
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
方

　
③
尿
失
禁
発
生
の
可
能
性
が
あ

　
　
る
方
　

２
確
認
方
法
は
、
要
介
護
認
定
業

　
務
で
使
用
さ
れ
た
主
治
医
意
見

　
書
（
該
当
年
・
平
成
21
年
中
に

　
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）
の
内

　
容
確
認
に
よ
り
行
い
ま
す
。

3
手
数
料
と
し
て
200
円
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
介
護
高
齢
課
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳳来寺山自然科学博物館　�35‐1001●問

期間 1月12日（火）～3月23日（火） ●em

●対●対

●定

●定

●〆

�

●問
■本 ■鳳

■作

●問
■本

●対

●￥

●内

●申 ●問 ■本

●時

●所

か ん 　 　ざ き 　 　 　あ い

●問
■本
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お
知
ら
せ

お

知
ら
せ

お

知
ら
せ

今月の人口
平成22年1月1日現在（前月比）

総人口…… 51,099人
　　　　　　　（－32）
男………… 25,167人
　　　　　　　（－11）
女………… 25,932人
　　　　　　　（－21）

世帯数………16,559

出生…22人

死亡…52人

転入…74人

転出…76人

※転出の取り消しなどで、総人

　口前月比の合計と異動事由の

　集計が一致しない月もありま

　す。

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
自

治
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
庁
内

で
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平

成
22
年
度
か
ら
は
、
市
民
で
つ
く

る
委
員
会
を
設
置
し
、
本
格
的
に

制
定
に
向
け
て
の
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に

自
治
基
本
条
例
と
は
何
か
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

　
２
月
13
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
文
化
会
館
大
会
議
室

　
講
演

　
　
相
模
女
子
大
学
教
授

　
　
松
下
啓
一

氏

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
・
飯
田
市
議
会
副
議
長

　
　
清
水
可
晴

氏
　

　
・
市
民
2
〜
3
人
（
未
定
）

　
・
新
城
市
長
　
穂
積
亮
次

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
進
行
）

　
・
松
下
啓
一

氏

　
無
料

　
聴
講
希
望
の
方
は
、
じ
ょ
う
ほ

　
う
課
ま
で
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
２
月
８
日

（月）
ま

　
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
工
夫
次
第
で
料
理
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
講
師

が
伝
授
し
ま
す
。

 
2
月
27
日

（土）

 
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

 
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

 
ま
か
な
い
料
理
に
挑
戦

 
調
理
師
　
浅
田
利
彦

氏

 
男
性
16
人
程
度

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
900
円
程
度
（
材
料
費
込
み
）

　
2
月
19
日

（金）

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ま
か
な
い
料
理
と
は
、
厨
房
の

　
料
理
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
た

　
め
に
余
っ
た
食
材
で
短
時
間
で

　
つ
く
る
料
理
の
こ
と
で
す
。

　
３
月
３
日

（水）

　
秋
葉
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

申
込
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

　
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送

　
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
２
月
５

　
日

（金）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
新
城
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
課

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

ス
ポ
ー
ツ
課

�
23
‐
7
6
5
3

�
23
‐
8
3
8
8

生
涯
学
習
課

�
23
‐
7
6
5
4

【
に
こ
に
こ
】

第
10
回
　

　
２
月
９
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
西
部
公
民
館
（
ち
さ
と
館
）

　
子
育
て
講
演
会

　
入
園
に
向
け
て
の
不
安
や
心
配

　
事
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
ま
す
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
1
組
　
100
円

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

広
告

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

け
い

い
ち

よ
し

は
る

●応

●応

省略文字の見方

●￥

●￥

●時●所

●時

●時

●所

●所

●内

●内

●講

●講●定●〆

●em

●申
●問
■本

●申
●問
■本

●申
●問
■本

●時

●対●￥●他

●問
■本

●所

●内
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募
　
集

募
　
集

　
専
門
の
講
師
か
ら
学
ぶ
み
ん
な

の
大
学
で
す
。
身
近
な
こ
と
を
テ

ー
マ
に
し
た
、
だ
れ
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
講
座
で
す
。

第
１
回

　
２
月
13
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
文
化
会
館
104
会
議
室

　
家
族
の
食
育
〜
食
の
選
択
と
健

　
康
づ
く
り
〜

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
准
教
授

　
岡
本
浄
実

氏

第
２
回

　
２
月
20
日

（土）

　
午
後
３
時
30
分
〜
５
時

　
文
化
会
館
104
会
議
室

　
近
世
の
地
方
役
所
に
お
け
る
役

　
人
と
村
人
の
日
々
〜
三
河
国
八

　
名
郡
岡
部
藩
半
原
陣
屋
御
用
留

　
帳
を
読
む
〜

　
愛
知
大
学
教
授

　
神
谷
　
智

氏

第
３
回

　
２
月
27
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
文
化
会
館
104
会
議
室

　
住
ま
い
で
実
践
で
き
る
省
エ
ネ

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
は
？
〜
今

　
後
の
よ
り
良
い
居
住
環
境
の
た

　
め
に
〜

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
助
教
授

　
源
城
か
ほ
り

氏

　
300
円
（
３
回
通
し
）

　
２
月
５
日

（金）

　
住
所
、
氏
名
を
電
話
、
Ｅ
メ
ー

　
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
ご
連
 

 
絡
く
だ
さ
い
。

　
新
城
産
の
「
こ
ん
に
ゃ
く
芋
、

白
菜
」
を
使
っ
た
お
い
し
い
加
工

品
。
保
存
が
利
く
た
め
便
利
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ

ん
か
。

　
２
月
17
日

（水）

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
新
城
青
年
の
家

　
こ
ん
に
ゃ
く
、
白
菜
キ
ム
チ
、

　
八
名
丸
里
芋
汁
、
米
粉
を
使
っ

　
た
う
い
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　

　
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の
技
人

　
25
人

※
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
１，
５
０
０
円

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

　
具

　
２
月
10
日

（水）

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

「
新
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
写
真
愛
好
会
作
品
展
」

　
愛
好
会
発
足
１
年
余
り
、
会
員

の
勉
強
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
2
月
3
日

（水）
〜
28
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
28
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館

　（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道
入
口
）

　
休
館
日
は
月
・
火
曜
日

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

み

に

こ

ん

か

ん

生
涯
学
習
課

�
23
‐
7
6
5
4

�
23
‐
8
3
8
8

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
2
月
20
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１
，

０
０
０
円
を

　
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　
1
月
18
日

（月）
〜
2
月
4
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　
番
号
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

　
号
、年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）
　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
1
2

�
23
‐
2
0
0
2

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

shougaigakushu@
city.shinshiro.lg.jp

農
業
振
興
課

�
23
‐
7
6
3
2

�
23
‐
7
0
4
7

広
告

電話 0536-22-4175

「相続」「遺言」「認知症」の悩み…

法人設立　　各種許認可   離婚　入国管理
補助金・交付金、経営、販売促進戦略

新城＋相続→検索

「新たな道筋を切り拓く行政書士」
　　2009.12.9日刊工業新聞：KJCビズ（経済情報センター）掲載
「新しいタイプの生活・経営コンビニ」との評価
行政サービスの有効活用、新年度の補助金を申請しませんか!?

ふれあい相続後見センター

すずたつ→検索鈴木達也行政書士事務所 検索

�無料メルマガ会員募集　suzutatsu@tees.jp　�出前講座歓迎

�

お

か

も

と

き

よ

み

は

ん

ば

ら

か
み
　
や
　
　
　
さ
と
し

げ
ん
じ
ょ
う

●申
●問

●em

●時●所●持 ●￥

●￥

●内

●時●所●内

●講

●講●時●所●内●講●時●所●内

●講

●定●応

●応

●〆

●〆●他 ●時 ●問
■鳳

●所

●時●所

●応

●対●￥ ●定

●em

●申
●問
■本

●申
●問
■本
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新城図書館 　�23‐2333●問

開館時間　午前9時～午後8時

連日開館　休館日は月末１日のみ

貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

貸出券作成　鳳来・作手各総合支所でも交

　　　　　付の申請可。後日自宅に郵送

ファックス貸出　ファックスで申し込めば、一

　　　　　度に3冊まで鳳来・作手各総

　　　　　合支所へ届けます。

新城図書館のご案内

特別館内整理と休館

　2月24日（水）から3月5日（金）までの間、

特別館内整理（蔵書の点検・整理など）

を行います。期間中は休館となります

ので、本の返却は、図書館玄関左手の

ブックポストまたは鳳来・作手各総合

支所にあるブックポストへお願いします。

（付録のＡＶ資料はいたみますので避

けてください）

特　別　貸　出

　2月10日（水）から23日（火）までを特別

貸出期間とします。期間中は、一人15

冊まで4週間借りることができます。

おすすめ新着図書の紹介

「下天を謀る」上・下　

安部龍太郎／著　新潮社

　家康の有能な参謀で藤

堂高虎の物語です。最新

の研究成果により、司馬

遼太郎の「関が原」で定

着した“世渡り上手のず

るい男”という高虎像を

くつがえし、武将としても政治家とし

ても第一級であった真の高虎を描いて

います。

「であえてほんとうによかった」

宮西達也／作・絵　ポプラ社

　大地震でスピノサウル

スの子どもと二人になっ

たティラノサウルスは、

食べるどころか、いつし

か親子のように仲良くな

ります。ところがまた地

震が…。あたたかくてせつないシリー

ズ最新絵本です。

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

�
0
5
2
‐
831
‐
1
7
7
1

h
ttp

://w
w

w
.u

-a
ir.a

c
.jp

東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

�
0
5
3
3
‐
93
‐
2
0
1
8

　
県
で
は
、
消
費
者
を
と
り
ま
く

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

主
な
仕
事

・
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ

　
れ
る
商
品
、
不
当
表
示
、
悪
質

　
商
法
、
生
活
必
需
品
の
価
格
動

　
向
な
ど
の
観
察
・
通
報

・
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年

　
４
回
程
度
）

・
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・

　
要
望
な
ど

・
研
修
会
へ
の
出
席
（
年
１
回
）

　
（
交
通
費
は
自
己
負
担
）

・
県
内
に
お
住
ま
い
の
満
20
歳
以

　
上
の
方

※
公
務
員
・
公
職
選
挙
法
に
よ
る

　
公
職
者
除
く
。

・
次
の
研
修
会
の
い
ず
れ
か
に
出

　
席
で
き
る
方

　
研
修
会
予
定
日

　
・
４
月
21
日

（水）

　
　
会
場
：
豊
橋

　
・
４
月
23
日

（金）

　
　
会
場
：
名
古
屋

　
・
４
月
28
日

（水）

　
　
会
場
：
岡
崎

任
期

　
４
月
の
依
頼
日
〜
平
成
23
年
３

　
月
末
日

謝
礼

　
年
額
７，
０
０
０
円
（
予
定
）

募
集
期
間

　
１
月
25
日

（月）
〜
２
月
19
日

（金）

応
募
方
法

　
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
ま
た
は
市
で

　
配
布
す
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　h
ttp

://w
w

w
.p

ref.aich
i.jp

/

　k
en

m
in

/sh
oh

iseik
atsu

/

　m
on

itor

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。
　
　
　
　

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

出
願
期
間
　

　
２
月
28
日

（日）
ま
で

　
資
料
を
無
料
で
差
し
あ
げ
て
い

　
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
愛

　
知
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求

　
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
転
職
し
よ
う
と
す
る
方
な
ど
で
、

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
中
学
校
を

　
卒
業
し
た
方
（
３
月
卒
業
見
込

　
み
の
方
含
む
）
、
ま
た
は
そ
れ

　
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

　
方

　
障
害
者
は
、
障
害
が
固
定
し
、

　
障
害
の
程
度
、
部
位
か
ら
当
該

　
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
可
能

　
な
方

募
集
内
容
（
科
・
期
間
・
定
員
）

・
金
属
加
工
科
（
板
金
･
溶
接
）

　
６
カ
月

　
15
人

・
金
属
加
工
科
（
板
金
・
機
械
加

　
工
）

　
６
カ
月

　
15
人

・
住
宅
デ
ザ
イ
ン
科

　
６
カ
月

　
30
人

・
木
材
工
芸
科

　
６
カ
月

　
30
人

募
集
期
間

　
１
月
７
日

（木）
〜
２
月
19
日

（金）

応
募
方
法

　
高
等
技
術
専
門
校
へ
直
接
、
ま

　
た
は
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共

　
職
業
安
定
所
を
経
由
し
て
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
求
職
中
の

　
方
は
、
公
共
職
業
安
定
所
を
経

　
由
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
考
日

　
３
月
４
日

（木）

選
考
方
法

　
面
接
お
よ
び
筆
記
試
験

　
市
の
政
策
や
方
針
決
定
の
場
へ

の
女
性
の
登
用
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、
県
が
主
催
す
る
「
平

成
22
年
度
愛
知
県
男
女
共
同
参
画

社
会
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
全
10
回
（
予
定
）

　
６
月
４
日

（金）
、
19
日

（土）
、

　
７
月
３
日

（土）
、
24
日

（土）
、

　
８
月
７
日

（土）
、
10
月
９
日

（土）

　
11
月
６
日

（土）
、
12
月
４
日

（土）

　
平
成
23
年
１
月
22
日

（土）

　
平
成
23
年
３
月
11
日

（金）

　
ウ
イ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

　
専
門
の
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ

　
り
、
男
女
共
同
参
画
、
法
律
、

　
経
済
、
労
働
、
地
域
づ
く
り
、

　
地
方
行
政
な
ど
の
講
義
、
グ
ル

　
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

・
市
内
に
在
住
す
る
概
ね
20
歳
〜

　
59
歳
の
女
性

・
全
日
程
を
通
し
て
参
加
可
能
な

　
方
（
最
終
回
を
除
き
、
出
席
率

　
が
70
％
以
上
で
、
か
つ
グ
ル
ー

　
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
研
究
レ
ポ
ー

　
ト
を
提
出
し
た
受
講
生
を
修
了

　
者
と
認
定
し
ま
す
。
）

　
１
〜
２
人

　
無
料

※
交
通
費
の
支
給
を
予
定
し
て
い

　
ま
す
。

　
2
月
25
日

（木）

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
じ
ょ
う
ほ
う
課
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

介
護
高
齢
課

�
23
‐
7
6
8
8

新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

�
23
‐
8
7
0
0

　
児
童
手
当
（
10
〜
１
月
分
）
を

２
月
５
日

（金）
に
振
り
込
み
ま
す

の
で
、
受
給
者
の
方
は
金
融
機
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
出
産
、
転
居
、
転
職
な
ど
の
際

　
は
児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手

　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
届
け

　
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
を

（
11
〜
１
月
分
）
２
月
10
日

（水）
に

振
り
込
み
ま
す
。
受
給
者
の
方
は

金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
速
や

　
か
に
福
祉
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　
手
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

　
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
所
得

税
法
施
行
令
と
地
方
税
法
施
行
令

の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で

も
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
な
ど

と
し
て
市
長
の
認
定
を
受
け
て
い

れ
ば
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
さ

れ
ま
す
。
障
害
者
控
除
の
認
定
を

受
け
る
に
は
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　
市
の
要
介
護
認
定
で
、
要
介
護

１
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、

該
当
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

介
護
高
齢
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

福
祉
課

�
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
7
9

　
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題

な
ど
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

を
、
「
”

ホ
ッ

“
と
情
報
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

　
時
間
は
、
写
真
･
ビ
デ
オ
な
ど

の
映
像
を
取
り
入
れ
、
２
分
以
内

で
す
。

　
4
月
放
送
分
の
撮
影
を
、
3
月

19
日

（金）
に
行
い
ま
す
。
出
演
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
2
月
8
日

（月）
ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
へ
、
E

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
政
治
・
宗
教
・
営
業
な
ど
に
か

　
か
わ
る
放
送
は
で
き
ま
せ
ん
。

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6
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h

o
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平
成
21
年
分
の
所
得
税
、
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

書
に
つ
い
て
、
送
付
対
象
に
な
っ

て
い
る
方
へ
の
申
告
書
送
付
は
、

２
月
上
旬
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
で
申

告
さ
れ
た
方
、
税
務
署
の
申
告
会

場
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
申
告
さ

れ
た
方
お
よ
び
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
定
申
告
書
を
作
成
し
書

面
で
提
出
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
申
告
書
な
ど
の
用
紙
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
県
内
の
産
業
別
特
定
最
低
賃
金

は
平
成
21
年
12
月
16
日
か
ら
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

・
製
鉄
業
、
製
鋼
・
圧
延
業
、
鋼

　
材
製
造
業
　
　
　
　
　
　
853
円

・
は
ん
用
、
生
産
用
、
業
務
用
機

　
械
器
具
製
造
業
　
　
　
　
831
円

・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　
回
路
、
電
気
・
情
報
通
信
機
械

　
器
具
製
造
業
　
　
　
　
　
796
円

・
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
837
円

・
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・

　
試
験
機
、
光
学
機
械
器
具
・
レ

　
ン
ズ
、
時
計
・
同
部
分
品
製
造

　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
785
円

・
各
種
商
品
小
売
業
　
　
　
781
円

・
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
818
円

※
自
動
車
部
分
品
・
附
属
品
小
売

　
業
は
、
平
成
19
年
時
か
ら
800
円

　
で
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

://w
w

w
.aich

i-rod
o.g

o.jp

豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

�
0
5
3
3
‐
54
‐
1
1
9
2

ひ
と
り
で
振
り
込
ま
な
い
！

　
　
 

必
ず
誰
か
に
相
談
す
る
！

〜
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
〜
 

　
振
り
込
め
詐
欺
は
、
あ
な
た
の

身
近
で
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
で
次
の
点
を
よ
く
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
振
り
込
む
よ
う
に
電
話
が
あ
っ

　
た
ら
、
振
り
込
む
前
に
必
ず
事

　
実
を
確
認
す
る
か
誰
か
に
相
談

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
確
か
め
よ
う
　
電
話
の
声
よ

　
り
　
本
人
に
」

�
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
根
拠

　
の
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
請
求
は
無

　
視
す
る
。

�
正
規
の
業
者
が
融
資
の
前
に
保

　
証
金
な
ど
の
名
目
で
お
金
を
振

　
り
込
ま
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。
「
お
金
を
振
り
込
ん
で
」

　
と
言
わ
れ
た
ら
、
振
り
込
ま
ず
、

　
詐
欺
を
疑
っ
て
、
す
ぐ
相
談
を
。

�
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番

　
号
は
他
人
に
教
え
な
い
。
電
話

　
番
号
や
生
年
月
日
を
暗
証
番
号

　
に
し
な
い
。
警
察
官
や
金
融
機

　
関
職
員
が
暗
証
番
号
を
尋
ね
る

　
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
間
で
「
す
ぐ
に
振
り

　
込
り
こ
ま
な
い
」
「
ひ
と
り
で

　
振
り
込
ま
な
い
」
「
必
ず
誰
か

　
に
相
談
す
る
」
を
合
い
言
葉
に

　
お
互
い
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

し
の
び
よ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪

〜
大
丈
夫
で
す
か
？
　
　
　

　
　
　
あ
な
た
の
パ
ス
ワ
ー
ド
〜

　
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
伴
い
、
こ
れ
ら
を
悪
用

し
た
詐
欺
や
脅
迫
事
案
、
児
童
ポ

ル
ノ
画
像
な
ど
を
掲
載
し
た
わ
い

せ
つ
事
案
な
ど
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ウ
イ
ル
ス
感
染
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
保
管
さ
れ
た
個
人
情
報
の
漏
洩

事
件
・
事
故
な
ど
も
後
を
絶
た
ず
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
な
ど
の
問
題
が
現
実
の
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
な
ど
か
ら
自
分

の
財
産
や
情
報
を
守
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
た
め
に
も
、
安
全
対
策
や
モ
ラ

ル
に
関
す
る
最
低
限
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

新
城
税
務
署
個
人
課
税
部
門

�
22
‐
4
2
0
4

消防署　�22‐1119●問

　
消
防
法
で
は
、
消
防
設
備
の
設

置
義
務
の
ほ
か
、
防
火
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
人
に
よ
る
防
火
管
理

体
制
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
ま

す
。

　
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
所
は
、
収
容
人

員
10
人
以
上
の
社
会
福
祉
施
設
な

ど
、
収
容
人
員
30
人
以
上
の
飲
食

店
・
百
貨
店
・
旅
館
・
保
育
園
な

ど
不
特
定
多
数
の
人
を
収
容
す
る

施
設
の
ほ
か
、
従
業
員
50
人
以
上

の
工
場
や
事
業
所
な
ど
（
詳
し
く

は
消
防
本
部
ま
で
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
防
火
管
理
者
の
選
任
さ
れ
て
い

な
い
事
業
所
や
、
選
任
・
解
任
を

予
定
し
て
い
る
事
業
所
関
係
者
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
４
日

（木）
、
５
日

（金）

　
（
２
日
間
）
　

　
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
防
火
管
理
者
の
資
格
を
希
望
さ

　
れ
る
方
　

申
込
時
必
要
な
も
の

　
　
３，
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
写
真
１
枚

　
（
縦
４
セ
ン
チ
、
横
３
セ
ン
チ
、

　
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
無
背
景

　
で
申
込
時
６
カ
月
以
内
に
撮
影

　
さ
れ
た
も
の
）

受
講
受
付

　
１
月
18
日

（月）
〜
22
日

（金）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
２
月
７
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
消
防
署
作
手
出
張
所

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

　
法
（
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
）
、

　
大
出
血
時
の
止
血
法

　
中
学
生
以
上

　
15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

障

子

岩

岩

脈

　
鳳
来
湖
（
宇
連
ダ
ム
）
奥

の
砥
石
沢
を
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
大
岩
脈
で
す
。

　
岩
脈
と
は
、
地
層
の
割
れ

目
に
溶
岩
が
ほ
ぼ
垂
直
に
貫

入
し
て
板
状
に
な
っ
た
も
の

で
、
鳳
来
寺
山
付
近
か
ら
鳳

来
湖
、
設
楽
地
方
に
か
け
て

南
北
方
向
に
非
常
に
多
く
の

岩
脈
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
湯
谷
に
あ
る
「
馬
背
岩
」

も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
障
子

岩
岩
脈
の
規
模
は
そ
れ
を
は

る
か
に
し
の
ぎ
、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ほ
か
の
地
域
の
岩
脈
と
比
較

し
て
も
、
群
を
ぬ
く
大
き
さ

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
障
子
岩
岩
脈
は
砥
石
沢
を

ま
た
い
で
、
南
北
に
延
び
、

総
延
長
は
2.9
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
び
ま
す
。
岩
脈
の
ふ
も

と
に
た
た
ず
む
と
、
切
り
立

っ
た
岩
壁
が
屏
風
の
よ
う
に

そ
び
え
、
全
体
像
を
つ
か
む

に
は
、
向
か
い
の
山
の
急
斜

面
を
登
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
岩
脈
は
設
楽
火
山
活

動
の
後
期
に
、
安
山
岩
の
溶

岩
が
貫
入
し
て
冷
え
て
固
ま

っ
た
も
の
で
す
。
周
囲
の
凝

灰
岩
質
の
岩
石
が
風
化
侵
食

さ
れ
た
た
め
に
、
硬
い
安
山

岩
の
部
分
が
長
城
の
城
壁
の

よ
う
に
残
り
、
尾
根
を
作
り

な
が
ら
山
頂
ま
で
ま
っ
す
ぐ

に
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
奥
三
河
に
分
布
す

る
岩
脈
群
と
中
央
構
造
線
の

活
動
は
密
接
に
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
日

本
列
島
の
地
質
構
造
を
解
析

す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

�
市
指
定
記
念
物

文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

�

消
防
総
務
課

�
22
‐
4
8
0
2

消
防
署
作
手
出
張
所

�
37
‐
2
4
6
6

障子岩岩脈

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
1
2

　
あ
い
ち
電
子
申
請
･
届
出
シ
ス

テ
ム
は
、
４
月
１
日

（木）
か
ら
シ

ス
テ
ム
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
作
業
を

２
月
16
日

（火）
〜
３
月
31
日

（水）
に

行
い
ま
す
の
で
、
申
請
受
付
が
停

止
し
ま
す
。
こ
の
期
間
は
窓
口
な

ど
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

都
市
計
画
課

�
23
‐
7
6
4
0

　
新
城
上
市
場
土
地
区
画
整
理
組

合
の
総
代
選
挙
の
た
め
、
選
挙
人

名
簿
を
組
合
員
に
縦
覧
し
ま
す
。

　
２
月
20
日

（土）
〜
24
日

（水）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
平
日

　
　
都
市
計
画
課

　
土
・
日
曜
日

　
　
本
庁
当
直
室

総
代
選
挙
日
　

　
３
月
７
日

（日）

　
広
報
ほ
の
か
を
綴
じ
る
保
存
用

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
１
月
に
市

内
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
イ
ル
は
、
毎
月
１
回
発
行

す
る
広
報
を
約
２
年
間
綴
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
フ
ァ
イ
ル
が
必
要
な
方
、

ま
た
は
各
事
業
所
の
方
は
、
じ
ょ

う
ほ
う
課
へ
直
接
ご
来
庁
く
だ
さ

い
。

さ
　
　ぎ

し
ょ
う

じ
　
　
　

い

わ

　

が

ん

　

み
ゃ
く

と

　
い

し

ざ

わ

う

ま

の

せ

い

わ

●HP ●他

●内

●時

●時

●所

●所

●対

●対

●￥

●￥ ●定 ●問

●問

●問

●問
■消

●問
■消

●問
■本

●時●所

●問
■本

●問
■本
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生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554●問 本

①
家
庭
系
ご
み

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
に
は
、
プ
ラ

ン
タ
ー
や
バ
ケ
ツ
な
ど
の
硬
質
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
ほ
か
、
鉄
く
ず
や
ゴ

ム
製
品
な
ど
の
焼
却
に
適
さ
な
い
も

の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飲
料
用
の
缶
や
ビ
ン
類
、

紙
類
（
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

紙
製
容
器
包
装
な
ど
）
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
白
色
ト
レ
イ
な
ど
の
資
源
に

な
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
布
団
類
な
ど
の

粗
大
ご
み
、
金
具
の
付
い
た
衣
類
な

ど
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

②
事
業
系
ご
み

　
お
店
や
会
社
な
ど
の
事
業
所
か
ら

出
る
ご
み
の
中
で
見
つ
か
っ
た
不
適

物
は
、
製
品
を
梱
包
す
る
硬
質
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
や
大
型
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
・

ひ
も
な
ど
で
し
た
。

　
ま
た
、
家
庭
系
ご
み
と
同
様
に
紙

類
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
も

多
く
混
入
し
て
お
り
、
そ
の
資
源
の

約
半
分
が
紙
類
で
、
中
で
も
特
に
ダ

ン
ボ
ー
ル
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
生
活
衛
生
課
で
は
、
毎
年
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
可
燃
ご

み
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
検
査
で
は
、
家
庭
や
事
業
所

か
ら
出
る
ご
み
の
中
に
、
焼
却
に
適

さ
な
い
も
の
（
不
適
物
）
が
混
入
し
て

い
な
い
か
、
分
別
す
れ
ば
資
源
に
な

る
も
の
が
な
い
か
な
ど
の
確
認
を
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
検
査
は
、
11
月
16
日
（月）
か

ら
20
日
（金）
ま
で
の
５
日
間
で
実
施
し
、

ご
み
収
集
車
で
搬
入
さ
れ
た
約
40
ト

ン
（
収
集
車
25
台
分
）
の
ご
み
か
ら
約

１
ト
ン
の
不
適
物
や
資
源
に
な
る
も

の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
道
路
上
で
動
物
が
は
ね
ら
れ
て
い
た

り
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

道
路
管
理
者
（
①
・
②
）
が
回
収
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
可

能
で
あ
れ
ば
、
道
路
脇
な
ど
車
の
通
行

に
支
障
の
な
い
場
所
に
よ
け
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

①
市
道

　
生
活
衛
生
課

　
�
22
‐
０
５
２
１

※
時
間
外
の
受
け
付
け
は
、
市
役
所

　
�
23
‐
１
１
１
１

②
国
道
・
県
道

　
新
城
設
楽
建
設
事
務
所

　
�
23
‐
８
６
９
０

※
時
間
外
の
受
け
付
け
は
「
愛
知
県
道

　
路
緊
急
連
絡
セ
ン
タ
ー
」

　
�
23
‐
５
１
２
８

　
国
道
・
県
道
・
市
道
の
区
別
が
つ
か

な
い
場
合
は
生
活
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
連
絡
の
際
は
、
障
害
物
の
種
類
、
特

徴
（
犬
の
場
合
は
首
輪
の
有
無
な
ど
）
、

詳
し
い
場
所
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

・
オ
ル
ガ
ン
　
・
ラ
ジ
カ
セ

・
羽
毛
布
団
セ
ッ
ト
（
新
品
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
茶
ぶ
台

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い

も
の
」
の
あ
る
人
は
、①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
を
生
活
衛
生
課
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

�家庭系のごみの中（パッカー車1台）から回収した

　不適物です。計量の結果、約35Kgありました。

�家庭系のごみの中から回収したロープです。長いも

　のや大きなものは、40センチ程度に切ってお出し

　ください。

�事業系のごみの中から回収した不適物です。ダンボ

　ールなどの資源が目立ちます。

�検査期間中に回収した不燃物や衣服（金具の付いた

　もの）です（大袋5杯分）。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
24
時
間

体
制
で
焼
却
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
金
属
類
の
よ
う

な
焼
却
に
適
さ
な
い
も
の
を
混
入
し

た
ま
ま
焼
却
を
続
け
る
と
、
焼
却
炉

な
ど
の
施
設
が
故
障
す
る
危
険
が
高

ま
り
ま
す
。

　
大
き
な
（
長
い
）
ご
み
は
、
ご
み
を
混

ぜ
合
わ
す
こ
と
が
困
難
に
な
り
安
定

し
た
焼
却
に
支
障
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
今
回
の
検
査
結
果
か
ら
も
、
ま
だ

焼
却
す
る
ご
み
の
量
を
か
な
り
減
ら

せ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ご
み
は
出
さ
な
い
こ
と
が
最
も
大

切
な
こ
と
で
す
が
、
出
す
と
き
は
き

ち
ん
と
分
別
す
る
こ
と
で
、
資
源
の

有
効
利
用
や
適
正
な
処
理
に
つ
な
が

り
、
ご
み
と
し
て
処
理
す
る
量
も
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
今
回
、
ご
み
の
状
況
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
市
内
各
地
区
で
選
任
さ

れ
て
い
る
生
活
環
境
委
員
を
対
象
に

検
査
へ
の
立
会
い
を
募
集
し
ま
し
た
。

立
会
い
に
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、

分
別
の
周
知
徹
底
、
市
民
の
立
会
う

機
会
を
作
る
べ
き
な
ど
の
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
行
政
に
生
か

し
ま
す
。

検査のようす　一袋ずつ開け確認します

☆大きいもの（ふとん・カーテンなど）や、長いもの（ロ

　ープ・ひもなど）は、たたんだり、丸めたりしないで、

　40センチ程度に切る

☆衣類などの、金属製のボタン・チャックは取外す

☆ペットボトル・紙類など、資源にできるものは資源回

　収に出す

　　　　　　　　　　　皆さんのご協力をお願いします。
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12月14日�

12月28日�～30日�

　Ｓバス塩瀬線の車両が、鳳来西小学校の子どもたちの絵で飾られ

ました。これからも、子どもたちの夢や希望をたくさん乗せて走り

ます。

12月25日�

　ひとり暮らしの高齢

者の方などにお餅を配

るため、新城ライオン

ズクラブが餅つきをち

さと館で行いました。

　訪れた千郷東保育園

の園児約120人は、お餅

をつくサンタクロース

をお手伝い。つきたて

のお餅をおいしそうに

ほお張っていました。

　市内の各地区で年末夜警が行われました。約

910人の消防団員が、市内から火事をなくそうと

パトロールなどを行いました。

11月29日�

　つくで手作り村で感謝

祭が開催され、餅つき体

験などが行われました。

　12月5日（土）、愛・地球博記念公園で第4回愛知

県市町村対抗駅伝競争大会が開催されました。雨

が降りしきる中競技が行われ、選手の頑張りによ

り新城市は市の部35市中18位の成績でした。

今月の表紙

じょうほう課　�23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

　広報しんしろ「ほのか」では、この「しみんのトビラ」への情報を
お待ちしています。
　イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄
りな話をお寄せください。

ガールスカウト
募   集

　ガールスカウトは、「自己開発・人との
交わり・自然と共に」の三本の柱を指針と
して、学校生活とは少し違い、キャンプを
中心とした野外活動を楽しみます、また、
各種奉仕活動に取り組み、子どもたちの「や
る気」を起こさせています。全国のスカウ
トとも交流を深めることもできます。
ぜひ興味のある方はご参加ください。
小学１年生以上の女子
なお、大人の方やリーダーをお手伝いして
いただける方も募集しています。
3月10日（水）までにご連絡いただければ、
4月から一緒に活動できます。

青 木 光 子　�23‐2887
監田智香子　�23‐5357

●問 ●em

●対

●応

●申 ●問
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新城市役所

豊川 庭野

別所街道

JR飯田線

新城警察

桜淵公園

新城
市民病院

至豊橋

151

庭野小学校

千郷
中学校

新城高校

新城駅

301

　
桜
淵
公
園
の
南
側
に
位
置
す
る
「
う

で
こ
き
山
」
は
、
庭
野
地
区
を
代
表
す

る
山
で
、
新
城
の
「
健
康
の
道
」
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
。
「
う
で
こ
き
山
」
に
は

こ
ん
な
昔
話
が
あ
る
。

　
大
昔
、
神
様
方
が
日
本
の
国
（
の
山

　
や
川
や
湖
）
を
つ
く
っ
て
い
ら
っ
し

　
ゃ
っ
た
こ
ろ
、
（
力
持
ち
の
）
神
様

　
が
近
江
の
国
か
ら
土
を
運
ん
で
、

　
駿
河
と
甲
斐
の
国
境
に
富
士
山
を

　
作
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
両
腕
に

　
つ
い
た
泥
を
か
き
と
っ
て
投
げ
た

　
ら
小
さ
な
山
が
出
来
ま
し
た
。
そ

　
こ
か
ら
こ
の
山
を
「
う
で
こ
き
山
」

　
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
（
新
城
昔
ば
な
し
365
話
よ
り
）

　
こ
の
伝
説
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち

が
調
べ
、
寸
劇
に
し
、
う
で
こ
き
集

会
（
音
楽
を
楽
し
む
会
）
で
発
表
し

た
こ
と
も
あ
る
。

　
庭
野
小
の
北
側
に
は
豊
川
が
流
れ
、

校
長
先
生
の
引
率
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
鴨
や

カ
ワ
セ
ミ
を
は
じ
め
と
し
た
野
鳥
を

間
近
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
々

も
毎
年
、
飛
来
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。

庭野小学校

No.4

沿革

1873年（明治6年）5月永源寺本堂に庭野義校として

創立

学校の特色

音楽を楽しむ会、うでこき集会、ふれあい教室、

もちつきを楽しむ会

学 校 の 概 要

学年別児童数今昔

学  年� 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

S21年

H21年

22人　 27人　 33人　 26人　 21人　 33人　　162人

3人   11人       7人       8人    4人       9人    42人

庭野小学校区域図

ムクノキ

音楽を楽しむ会 もちつきを楽しむ会

校歌を歌う子どもたち

市
民
編
集
委
員
か
ら

　
六
年
生
が
庭
野
小
で
学
ぶ
の
も
、
も

う
あ
と
わ
ず
か
で
あ
る
。
慣
れ
親
し
ん

で
き
た
校
歌
へ
の
思
い
を
尋
ね
る
と
、

「
ず
っ
と
歌
い
継
が
れ
て
き
た
校
歌
を

大
事
に
歌
い
た
い
」
「
『
な
か
よ
し
』
や
、

『
平
和
の
子
』
と
い
う
歌
詞
が
庭
野
ら

し
く
て
好
き
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

た
。
子
ど
も
た
ち
の
澄
ん
だ
瞳
を
じ
っ

と
見
つ
め
る
と
、
明
る
い
未
来
に
向
か

っ
て
進
み
ゆ
く
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
。

　
次
回
4
月
号
は
、
海
老
小
学
校
で
す
。

 
 

　
　
　
　
作
詞
　
原
田
兵
士
朗

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
本
田
正
二

　
　
　
　
　
　
昭
和
27
年
制
定

一
、
窓
を
あ
け
れ
ば
　
う
で
こ
き
山
に

　
　
白
い
望
み
の
　
雲
が
行
く

　
　
呼
ん
で
み
よ
う
か
　
手
を
あ
げ
て

　
　
ぼ
く
ら
わ
た
し
ら
　
伸
び
て
く
子

　
　
い
つ
も
す
な
お
な
　
庭
野
の
子
ど
も

　
　

二
、
今
日
も
豊
川
　
な
が
め
て
立
て
ば

　
　
す
ん
だ
心
の
　
晴
れ
や
か
さ

　
　
歌
を
歌
お
う
　
胸
は
っ
て

　
　
ぼ
く
ら
わ
た
し
ら
　
明
る
い
子

　
　
い
つ
も
ほ
が
ら
か
　
庭
野
の
子
ど
も

三
、
ま
う
は
白
鳩
　
か
が
や
く
翼

　
　
か
お
る
文
化
の
　
花
の
色

　
　
行
こ
う
み
ん
な
で
　
肩
組
ん
で

　
　
ぼ
く
ら
わ
た
し
ら
　
平
和
の
子

　
　
い
つ
も
な
か
よ
し
　
庭
野
の
子
ど
も

庭
野
小
学
校
　
校
歌

庭野小から見たうでこき山

　
庭
野
交
差
点
の
南
側
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
道
路
の
真
ん
中
に
一
本
の
大

木
が
あ
る
。
市
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
庭
野
の
ム
ク
ノ
キ
」

だ
。
樹
齢
は
約
380
年
以
上
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
ム
ク
ノ
キ
」
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
劇
に
仕
立
て
、

平
成
19
年
度
の
学
習
発
表
会
で
二
年

生
が
発
表
し
た
。
こ
の
木
は
江
戸
時

代
初
期
、
庭
野
の
庄
屋
で
あ
っ
た
松

井
家
の
あ
る
じ
の
結
婚
の
記
念
に
植

え
ら
れ
た
こ
と
、
明
治
時
代
に
雷
が

落
ち
て
、
幹
の
真
ん
中
が
割
れ
て
穴

が
開
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
の
木

を
心
配
そ
う
に
見
守
る
村
人
た
ち
の

温
か
な
心
が
台
詞
の
中
に
込
め
ら
れ
た
、

ほ
の
ぼ
の
と
す
る
劇
だ
。
子
ど
も
た

ち
が
み
ん
な
で
考
え
て
詞
を
作
り
、

そ
れ
に
当
時
巴
小
学
校
の
校
長
で
あ

っ
た
磯
部
先
生
が
曲
を
つ
け
、
『
に

わ
の
の
　
む
く
の
き
』
と
い
う
歌
が

で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
「
こ
わ

い
顔
だ
よ
む
く
の
木
は
、
タ
バ
コ
を

吸
っ
て
る
オ
バ
ケ
の
お
じ
さ
ん
み
た
い
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は

中
に
入
っ
て
遊
ん
だ
ん
だ
っ
て
、
道

の
真
ん
中
あ
の
場
所
に
、
江
戸
時
代

か
ら
生
き
続
け
る
庭
野
の
む
く
の
木

は
長
生
き
し
て
い
る
ね
」
と
、
感
じ

た
ま
ま
を
素
直
な
言
葉
で
表
現
し
て

い
る
。

　
庭
野
小
は
昭
和
62
年
か
ら
音
楽
教

育
を
学
校
づ
く
り
の
核
と
し
て
位
置

づ
け
、
23
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
庭

野
の
音
楽
教
育
が
盛
ん
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
、
校
歌
で
あ
っ
た
。
昭
和

27
年
、
当
時
の
校
長
で
あ
っ
た
本
田

正
二
氏
の
作
曲
に
よ
り
校
歌
は
作
ら

れ
た
。
本
田
氏
は
音
楽
教
育
に
情
熱

を
注
い
で
お
り
、
そ
れ
に
感
銘
を
受

け
た
地
元
の
北
尾
武
治
氏
の
寄
附
と
、

村
費
か
ら
の
助
成
を
得
て
、
庭
野
小

に
立
派
な
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
購
入

さ
れ
た
。
そ
の
披
露
式
に
合
わ
せ
て

校
歌
制
定
発
表
会
が
催
さ
れ
た
。

当
時
在
校
生
だ
っ
た
方
は
、
「
う
で

こ
き
山
、
豊
川
と
い
う
歌
詞
か
ら
、

ふ
る
さ
と
庭
野
を
親
し
む
気
持
ち
が

湧
い
て
く
る
」
「
校
歌
を
聴
く
と
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
た
く
な
る
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
庭
野
に
は
三
世

代
に
わ
た
っ
て
校
歌
が
歌
え
る
世
帯

も
多
い
。
地
域
の
方
々
に
温
か
く
見

守
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、

音
楽
を
通
し
て
、
さ
ら
に
豊
か
な
心

が
養
わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

歌
声
は
、
の
び
や
か
に
、
毎
朝
、
毎

夕
校
舎
に
響
き
渡
っ
て
い
る
。

新 城 市
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小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

No.11

緑のジャングルが回復したベトナム

美しい海が戻ったペルシャ湾

湾岸危機当時のペルシャ湾付近の航空路図

http://www.city.shinshiro.lg.jp    E-mail : info@city.shinshiro.lg.jp

広報しんしろ［ほのか］　2010.2 24

■「高度1万メートルから見た地球環境」（4月号から連載中）の執筆者小林さんにメッセージを送ろう。
　詳しくは、広報しんしろ「ほのか」平成21年12月号１８ページをご覧ください。

No.11

ニューススポット

お知らせ

しんしろ・知ろう・あらかると
まちの話題

シリーズ
我らが母校再発見 No.4〔庭野小学校〕

高度1万メートルから見た
地球環境 No.11
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20

世
紀
は
「
戦
争
の
世
紀
」
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
戦
争
に
お

い
て
人
間
は
傲
慢
な
行
為
に
よ
っ
て

自
然
を
破
壊
し
て
き
た
。
し
か
し
、

人
間
が
愚
か
な

行
為
を
し
な
け

れ
ば
、
地
球
に

は
素
晴
ら
し
い

自
然
の
回
復
力

が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
経
験
し

た
。
今
月
は
「
ま

だ
間
に
合
う
地

球
環
境
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
届
し
ま
す
。

　

　
1
9
7
0

年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
後
半
当
時
の
話
で
あ
る
。
夜
の
フ

ラ
イ
ト
で
香
港
を
経
由
し
て
南
シ
ナ

海
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
近
づ
い
て
ゆ
く

と
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
閃
光
が
見
え
、

積
乱
雲
の
稲
妻
か
と
思
っ
て
い
る
と

地
上
戦
の
砲
火
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
何
度
か
経
験
し
た
。
そ
し
て
、
戦

争
終
結
後
に
は
、
雲
の
間
か
ら
見
え

る
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
米
軍
の
枯
葉
作
戦

に
よ
っ
て
、
深
緑
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
が

茶
色
や
灰
色
に
変
わ
っ
た
光
景
が
目

に
入
り
、
永
久
に
緑
は
戻
ら
な
い
の

か
、
と
胸
の
痛
い
思
い
を
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
10

年
も
た

た
な
い
う
ち
、
戦
争
の
傷
跡
も
す
っ

か
り
消
え
て
、
い
つ
の
間
に
か
緑
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
が
戻
っ
て
お
り
、
自
然

の
逞
し
さ
、
地
球
自
体
の
治
癒
力
に

驚
か
さ
れ
た
。（
写
真
上
）

　
１
９
９
０
年
の
湾
岸
危
機
勃
発
直

前
、
私
は
首
相
特
別
便
の
機
長
と
し

て
、
海
部
元
首
相
の
中
東
５
カ
国
訪

問
の
準
備
を
終
え
て
７
月
30

日
に

日
本
に
帰
国
し
た
。
そ
の
３
日
目
の

８
月
２
日
に
、
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー

ト
に
侵
攻
。
イ
ラ
ク
は
、
イ
ラ
ク
と

ク
ウ
ェ
ー
ト
に
滞
在
し
て
い
た
外
国

人
を
人
質
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

か
ら
12

月
に
邦
人
男
性
の
全
員
が

解
放
さ
れ
る
ま
で
の
５
カ
月
間
、
邦

人
や
東
南
ア
ジ
ア
の
方
々
を
、
イ
ラ

ク
か
ら
開
放
さ
れ
る
た
び
に
ヨ
ル
ダ

ン
の
ア
ン
マ
ン
空
港
に
救
出
に
行

っ
た
。
１
９
９
１
年
の
１
月
に
は

多
国
籍
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
ク
ウ
ェ

ー
ト
か
ら
撤
退
す
る
イ
ラ
ク
軍
が
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
に
あ
る
74

カ
所
の
油

田
を
全
て
爆
破
し
て
敗
走
し
、
油
田

か
ら
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
原
油
が
流
れ

出
し
た
。
こ
の
た

め
、
一
時
は
「
ペ

ル
シ
ャ
湾
は
死
の

海
に
な
る
か
」
と

心
配
さ
れ
た
が
、

原
油
を
食
べ
つ
く

す
バ
ク
テ
リ
ア
に

よ
っ
て
瞬
く
間
に

元
の
美
し
い
ペ
ル

シ
ャ
湾
に
戻
っ
た
。

（
写
真
中
段
）
写

真
下
段
は
、
湾
岸
危
機
当
時
私
が
使

っ
て
い
た
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
付
近
の
航

路
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
紛
争
当
時
の

生
々
し
い
痕
跡
が
伺
わ
れ
る
、
日
本

に
一
つ
し
か
残
っ
て
い
な
い
航
路
図

で
あ
る
。

　
環
境
を
破
壊
す
る
人
間
の
愚
か
さ
、

傲
慢
さ
と
自
然
の
回
復
力
の
強
さ
の

両
極
端
を
お
も
い
知
ら
さ
れ
た
。
日

常
生
活
に
お
い
て
も
、
近
年
、
人
間

は
自
然
や
環
境
を
汚
し
、
破
壊
し
続

け
て
い
る
。
し
か
し
、
諦
め
る
こ
と

は
な
い
。
私
た
ち
が
少
し
で
も
、
環

境
に
関
心
を
持
ち
、
謙
虚
に
か
け
が

い
の
な
い
地
球
と
共
生
す
る
姿
勢
が

あ
れ
ば
ま
だ
間
に
合
う
。
地
球
に
は

自
然
の
回
復
力
が
あ
る
。

※
な
お
、
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た

　
状
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た

　
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。

も

ん

じ

ゅ

や

ま

ち

　
ゆ

り
ょ
く

た
く
ま

せ

ん

こ

う

こ

ん

せ

き

ご

う

ま

ん


